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平成３０年度 第２回 函館市地域支え合い推進協議体会議 会議概要 

 

■ 日 時 

平成３０年１１月２８日（水）  １８時３０分～２０時００分 

 

■ 場 所 

函館市役所８階 第２会議室 

 

■ 議 事 

報告 

  （１）住民主体の助け合いが求められている現状について 

  （２）生活支援コーディネーターと協議体の機能と現状について 

 

議事 

  （１）函館市の目指す姿を考える 

 

その他 

 

■ 配付資料 

  ・資料１ 住民主体の活動と協議体 

  ・資料２ 地域課題の検討を行う地域ケア会議 第２層生活支援コーディネーター 

       としての活動（地域包括支援センターたかおか） 

  ・資料３ 包括的支援事業 地域型ケア会議と第２層生活支援コーディネーターと 

       しての活動（地域包括支援センターよろこび） 

  ・資料４ 次回スケジュール確認票 

 

■ 出席委員（１１名） 

阿知波委員，池田委員，川口委員，木村委員，酒井委員，佐々木委員，所委員， 

能川委員，林（珠）委員，林（優）委員，丸藤委員 

 

■ 出席生活支援コーディネーター（９名） 

  佐野ＳＣ，前田ＳＣ，長谷山ＳＣ，森ＳＣ，小林ＳＣ，川村ＳＣ，堀内ＳＣ， 

  小杉ＳＣ，張磨ＳＣ 

  ※ＳＣ＝生活支援コーディネーターの略 

 

■ 傍 聴（１名） 

 

■ 市職員（事務局） 

  地域包括ケア推進課 二木主査，古口主任技師，田畑主任主事，関主任主事 
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■ 会議要旨 

 

二木主査 

  前回お伝えしたとおり，今回の協議体は，勉強会となることから，事務局が進行を担

当する。 

  本日の流れは，報告（１）「住民主体の助け合いが求められている現状について」， 

 報告（２）「生活支援コーディネーターと協議体の機能との現状について」丸藤委員が

説明し，その後地域包括支援センター２センターから活動発表を行う。 

  残りの時間で，丸藤委員の進行の元『函館市の目指す姿を考える』を題材にグループ

ワークを行う。 

  こちらは，地域包括支援センターが行う『第２層協議体』に近いイメージとなってい

るので，自由な発想で意見等を出してほしい。 

  なお，第２層の生活支援コーディネーターも各委員と一緒にグループワークに参加す

る。 

  それでは丸藤委員から，説明をお願いしたい。 

 

丸藤委員  

（資料１「住民主体の活動と協議体」に基づき説明） 

 

小林ＳＣ 

（資料２「地域課題の検討を行う地域ケア会議 第２層生活支援コーディネーターとし 

  ての活動」に基づき説明） 

 

林（珠）委員 

（資料３「包括的支援事業 地域型ケア会議と第２層生活支援コーディネーターとして 

 の活動」に基づき説明） 

 

二木主査 

  報告が終わったので，引続きグループワークに移りたい。進行は丸藤委員にお願いし

たい。 

 

丸藤委員 

  『函館市の目指す姿を考える』を題材に，各班で 

 【函館市の目指す姿】， 

 【実現のため「私」や「地域住民」ができること】， 

 【実現のため，協力連携などが必要になってくること】， 

 【実現を難しくしていること（今後に向けた課題など）】 

  について，第２層ＳＣのファシリテーター進行の元，自由に意見交換してほしい。 

 

 ※グループワークの際，各委員は団体や機関の立場ではなく一個人として考え意見交換 

 ※グループワークで各班から出た意見等は，別添グループワークのとりまとめ資料参照 

 

  （グループワーク終了後） 

 

二木主査 

  その他として事務局から，訪問型サービスＡについて報告する。 
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田畑主任主事  

  訪問型サービスＡ従事者養成事業について，開催するタイミングを計っていたが，介

護の仕事への就業を促進するため，訪問型サービスＡへの従事予定者の他，介護の仕事

に興味・関心がある者，介護事業所への復職を考えている者も対象に広げ，平成３１年

１月と３月の２回開催することとなったので，報告する。 

 

二木主査 

  その他何かあるか。 

 

  （特に無し） 

 

  それでは，これをもって，函館市地域支え合い推進協議体の今年度第２回目の会議を

終了する。 

 

 








